

















本稿は，2014年 7月，ローザンヌで発表した研究内容 “Problems in Encoding Documents of 




















The Alliance of Digital Humanities Organizationでは，Digital Humanitiesの年次国際大会における若手
研究者の口頭発表・ポスター発表の中から特に優れていると認められる発表に対して，Bursary 
Award（若手研究奨励賞）を授与しており，河瀬氏は Digital Humanities 2014における発表により受
賞しました。
　受賞対象　Akihiro Kawase “Problems in Encoding Documents of Early Modern Japanese”
（Digital Humanities 2014; University of Lausanne, Switzerland）
（※発表は Akihiro Kawase, Taro Ichimura, and Toshinobu Ogisoの連名）
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図 1の例では，TEI準拠の <seg>タグに type属性をもたせ，その値として（A-1）濁点の















図 2（a）の例では，本文中の「天」に id番号 c1，「皇」に id番号 c2を割り当て，外部ファ
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図 2　縦書きルビのXML表現例
河瀬　彰宏
138 国語研プロジェクトレビュー　Vol.5 No.3 2015
河瀬 彰宏（かわせ・あきひろ） 
国立国語研究所コーパス開発センター プロジェクト非常勤研究員。博士（工学）（東京工業大学）。2011 年 5 月より現職。
2014 年 4 月より京都大学地域研究統合情報センター共同研究員。
主な著書・論文：「第 4 章　日本民謡の計量分析」『量から質に迫る　　人間の複雑な感性をいかに「計る」か』（新曜社，
2014），「日本民謡の大規模音楽コーパスを用いた旋律の構造抽出」（『国立国語研究所論集』7, 2014），Construction 
and veriﬁcation of the scale detection method for traditional Japanese music（Affective Engineering 12, 2013）．
受賞：手島精一記念研究賞（東京工業大学，2012），優秀発表賞（日本感性工学会第 13 回大会，2012），最優秀ポスター
発表賞 Gold Prize（IPSJ SIG-CH/PNC/ECAI/CIAS Joint Symposium，2013）．
社会活動：日本民俗音楽学会理事．
